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もみじ台地域の

まちづくり

令和８年３月１７日（火）

札幌市まちづくり政策局  都市計画部

第５回

（仮称）もみじ台地域　土地利用再編方針検討会議
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１　公園周辺住民との意見交換の状況
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公園周辺住民との意見交換の状況

【第2回】

日時：令和８年２月２３日（月）10：00～1２：00

場所：もみじ台管理センター　大会議室

オブザーバー：中野委員、村瀬委員、みずほ自治会三役

【第3回】

日時：令和８年３月１１日（水）14：00～17：00

場所：もみじ台東第一集会所

オブザーバー：中野委員、蔵田委員、みずほ自治会三役
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２　（仮称）もみじ台地域

土地利用再編方針
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本方針の構成（案）

● 生活圏をそれぞれの代替案についての検討委員の意見

● 南中跡地は検討不要でいい？（理由）

● 仮移転は検討すべき？、（仮移転の課題を説明）

Ⅱ　まちづくりの戦略
将来像の実現に向けた土地利用再編の「考え方」と「土地利用計画」

Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦
実現のために始める「６つのアクション」

Ⅳ　リーディング・プロジェクト
大規模・連鎖的な事業に先駆けて、将来像を具現化するプロジェクト

Ⅴ　ロードマップ
ビジョンの実現に向けたステップとスケジュール

Ⅰ　ビジョン2050
もみじ台地域の将来像とコンセプトを2050年の「暮らし」として掲示
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Ⅰ　ビジョン2050

１　2050年の目指す将来像

２　2050年のもみじ台暮らし
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１　2050年の目指す将来像　ー　Ⅰビジョン2050

学びと成長のまち

もみじ台  

コンセプト

「学び」を通じて多世代がつなが

り、もみじ台らしい文化や風景を

つくっていきます。
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１　2050年の目指す将来像　ー　Ⅰビジョン2050

検討中
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２　2050年のもみじ台の暮らし　ー　Ⅰ　ビジョン2050



11

２　2050年のもみじ台の暮らし　ー　Ⅰ　ビジョン2050
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Ⅱ　まちづくりの戦略

１　まちづくりの方向性

２　土地利用再編の方針

３　土地利用計画
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１　まちづくりの方向性　ー　Ⅱ　まちづくりの戦略
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２　土地利用再編の方針　ー　Ⅱ　まちづくりの戦略

④戸建住宅エリアの方針について（検討中）
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２　土地利用再編の方針　ー　Ⅱ　まちづくりの戦略 　土地利用再編事業は、もみじ台地域への新たな施設・機能の導入と、新たなまちなみ形成を図るための好機となります。
　効果的に事業を進めつつ、良好な住環境の保全と、多様な機能導入、そして新たな景観やアクティビティ創出につながるよ
う、地域全体の都市計画を見直し、地域地区や地区計画等の法定都市計画とまちづくりガイドラインを組み合わせて再編事
業を進めます。
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土地利用再編計画　ー　Ⅱ　まちづくりの戦略
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Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦
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大作戦１　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

新たなまちの姿をかたちづくる「都市計画の見直し」

　土地利用再編事業は、もみじ台地域への新たな施設・機能の導入と、新たなまちなみ形成を図るための好機となります。
　もみじ台らしいゆとりある良好な住環境を保全しつつ、新たな景観やアクティビティの創出、生活を支える多様な機能の導
入が図られるよう、地域全体の都市計画を見直し、再編事業を進めます。

①地域地区の見直し
　　「ゾーニングの方針」を踏まえて、センターゾーンの機能強化、沿道
ゾーンへの多様な機能の立地、ゲート街区などの都市施設跡地の土地
利用転換を図る等のため、用途地域や高度地区等を見直します。
　

②都市施設の再配置
　都市施設を再配置し、義務教育学校とコミュニティ施設等を地域の中
心部に設置します。また、既存の道路ネットワークは活かしつつ、セン
ター街区や沿道街区の活用可能性を高めるため、一部の道路を廃止し
大街区化を図ります。

③地区計画の見直し
　「ゾーニングの方針」に応じてきめ細かに地区計画のルールを見直し、
新たな施設・機能の導入と良好な住環境や街並みの形成を図るほか、
オープンスペースや遊歩道の誘導を図ります。

④まちづくりガイドラインの策定
　気持ちの良い景観や多彩なアクティビティが創出されるよう、周辺環
境と調和する色彩や沿道空間の作り方、公共空間活用のルール等を規
定する「（仮称）もみじ台まちづくりガイドライン」の策定を検討します。

　

 

事例写真/イメージ掲載予定

　土地利用再編事業は、もみじ台地域への新たな施設・機能の導入と、新たなまちなみ形成を図るための好機となります。
　効果的に事業を進めつつ、良好な住環境の保全と、多様な機能導入、そして新たな景観やアクティビティ創出につながるよ
う、地域全体の都市計画を見直し、地域地区や地区計画等の法定都市計画とまちづくりガイドラインを組み合わせて再編事
業を進めます。
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大作戦2　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

速やかに　まちの再編を進めるための「市営住宅再整備」
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大作戦３　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

近隣センターや市営住宅などの地域資源を最大限生かした

「地域コミュニティの活性化」
　もみじ台地域には、公園や歩行者専用道路があり、店舗等も建設可能な近隣センターが5か所あります。これらはかつての
交流拠点でしたが、現在は空き店舗も多くあまり使われていません。また、市営住宅には空き住戸が多く、駐車場用地などに
も余裕が生じています。
　みどり豊かな住環境だけでなく、こうした余剰空間も“地域資源”として有効活用し、身近な交流拠点としての再生や担い
手創出を図り、新たなまちづくり機運作りにも役立てます。また、後述するエリアマネジメントの展開にもつなげ、住み続けら
れ、住みたいと思われる住環境の形成を目指します。

①近隣センターを交流拠点として再生します
　交流拠点として活用するための企画づくりを通じ
て若い世代の参画を促すなど、新たなまちづくりの
ネットワークを形成します。また、公園や歩行者専用
道路、空き店舗、駐車場用地が有効活用されるよう
運用のルールづくり等を検討します。
　若者や子育て世帯をはじめ、誰もが利用できる交
流拠点としての再生を図るととともに、地域やエリア
マネジメント組織主体での新たな活動・事業の創出に
つなげます。

②市営住宅の屋外空間を活用します
　建替えが当面先となる市営住宅の屋外空間（駐車
場や広場）は、周辺の大学・事業者と連携し、建替えま
での暫定利用を前提とする活用プログラムを検討し
ます。
　また、地域ニーズに応じて、屋外空間の民間駐車場
としての活用や、小規模店舗用地などとしての活用
についても検討します。
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大作戦４　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

暮らしの質を高め、地域の課題解決に貢献する「先進技術の導入」

　日々の生活利便性や暮らしの質の向上、地域での取組・活動が持続可能なものとなるよう、土地利用再編と連動して、移動
手段確保や担い手不足解消、防災・減災、脱炭素・ゼロエネルギー化、タウンサービスの展開、情報発信などにおいて、デジタ
ル技術等の先進技術の積極的導入を進めます。

①新たなモビリティサービスの導入
バス路線の減便や、生活に必要な機能の減少に伴い、新さっぽろ駅周
辺との機能分担を図るとともに、地域内での移動ニーズを把握し、ア
クセス性を向上するための新たなモビリティサービスの導入を検討し
ます。

③AI等を活用した地域活動支援の取組
　自治会や民児協などの地域の活動の可視化、地域内にある情報のデジ
タル化等を行い、地域活動の担い手確保や若者世代の参画など、地域課
題に対応する取組を検討します。

④脱炭素・ゼロエネルギー化による付加価値創出
脱炭素社会の実現に繋がるクリーンなまちを目指すため、地域全体で
脱炭素を実現する取組や建築物のゼロエネ化を図るほか、将来の環境
変化や施設の老朽化を見据え、地域にとって最適な熱・エネルギー供
給の構成について検討します。

②スマートシティ化による生活利便性の向上
　防災・減災につながるIoTシステム、タウンサービスの展開、3D都市
モデルを活用したデジタルプラットフォームによる情報の集約・発信な
ど、デジタル技術を後述するリーディング・プロジェクト等で積極的に
導入します。

事例写真/イメージ掲載予定

地域熱供給エネルギーセンター

ごみ固形化燃料（RDF)

④脱炭素・ゼロエネルギー化による付加価値創出
脱炭素社会の実現に繋がるクリーンなまちを目指すため、地域全体で
脱炭素を実現する取組や建築物のゼロエネ化を図るほか、将来の環境
変化や施設の老朽化を見据え、地域にとって最適な熱・エネルギー供
給の構成について検討します。

検討中

記載イメージ（もみじ台地域まちづくり指針より）
脱炭素社会の実現に向けて、廃棄物のエネルギーを有効活用する
熱供給システムが導入されている地域特性も考慮しながら、公共
施設の更新・跡活用における施設の省エネルギー化及び再生可能
エネルギーの利活用の検討など、環境に配慮した持続可能なまち
づくりを目指します。

①新たなモビリティサービスの導入
　バス路線の縮小や生活利便施設の減少を踏まえて、周辺地域との機
能分担を図ります。機能分担を踏まえた移動ニーズを把握して、生活
に必要な施設へのアクセス性を向上するための新たなモビリティサー
ビスの導入を検討します。
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大作戦５　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

検討段階から官民連携で事業を進める「事業パートナー方式の導入」
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大作戦５　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦
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大作戦６　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

もみじ台地域を持続的に運営するための「エリアマネジメント体制と仕組づくり」
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大作戦６　ー　Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

事例写真/イメージ
掲載予定
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Ⅳ　リーディング・プロジェクト

１　ヴィレッジ街区

２　学びと成長のタウンセンター
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１　ヴィレッジ街区（旧もみじ台南中学校跡地）

　ー　Ⅳ　リーディング・プロジェクト
　今後、大規模かつ連鎖的な土地利用再編が予定されるな
かで、旧もみじ台南中学校跡地の活用が第1弾になります。
活用する民間事業者の募集に向けて、跡地活用の方針やコ
ンセプトを具現化するアイディアをまとめました。
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２　学びと成長のタウンセンター（義務教育学校と多世代交流施設）

　ー　Ⅳ　リーディング・プロジェクト
義務教育学校の整備に伴い、学校及びオープンスペース、もみじ台管理セン
ター、児童会館が一体となった施設を計画します。地域の中心に位置する場所
で、４つの機能を一体的に整備することで、多世代が集いやすく、学び、成長で
きるような、もみじ台の新たな象徴となる施設を目指します。加えて、エリアマ
ネジメント団体の活動拠点も担うことで、地域のプレイヤーと住民の顔の見え
る関係性がつくられることを期待します。特に、小中学校を統合する義務教育
学校の施設方針は下記のとおりです。

検討中

記載イメージ（もみじ台地域まちづくり指針より）
子供を中心とした多世代交流の場の形成による地域コミュニティの
活性化を目指す。

「小中一貫した教育」の取組を推進する４つの視点
　・9年間の学びをつなげる
　・子どもの育ちをつなげる
　・小中の教職員がつながる
　・学校・家庭・地域がつながる

現在の学校の課題は、通学距離の長さだけでなく……

「まちづくり指針」策定の経緯

R3.1 小中一貫校設置を要望する意見書

R4.3 「まちづくり指針」検討委員会立ち上げ

R4.7 「もみじ台地域まちづくりビジョン」公表

「まちづくり指針」について、オープンハウスやパブ
コメなどを実施

R6.3 「まちづくり指針」策定

● 教育環境の向上や通学負担の軽減などの観点から、義務教育学
校をできるだけ早期に整備します。

● 学校だけでなく、管理センター（集会所・ホール）や児童会館など、
すべての地域住民が対象の施設を、地域の中心部に整備します。

※機能のイメージであり、実際の整備内容は未定です。

義務教育学校とコミュニティ施設について

● クラス替えが困難、人間関係が固定化し、集団活動の機会が限定される。
● 運動会や学習発表会などの学校行事で、種目や演目が限られる。
● 様々な価値観への出会い、社会性や協調性、コミュニケーション能力を伸ば

す機会が限られる
● 学校行事において、児童生徒の安全・安心の確保や円滑な運営に必要な体

制を整備しにくい。

小規模な学校の課題

ショッピングセンター

多機能なコミュニティ施設

賑わう公園地域に開かれた学校

多世代の交流

子どものお迎えと
買い物をまとめて

新たなセンターゾーンのイメージ

学校 公園

コミュニティ施設

安全な放課後の居場所
遊びながら学べる屋外教室

多世代の交流
図書室等の共有

屋外のサークル活動
マルシェやオープンカフェ

まちの心臓部

28
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Ⅴ　ロードマップ
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Ⅴ　ロードマップ

2026-2030 2031-2035 2036-2040 2041-2045 2046-2050 2051-2053

R8～12 R13～17 R18～22 R23～27 R28～32 R33～35

市営住宅

跡地の発生時期

第３期

❸2.0ha

第１期

第２期

第５期

❹2.5ha

❷2.3ha
❶1.7ha

跡地活用第１号
旧もみじ台南中学校

❺2.0ha

第４期

⓬3.5ha

❼2.5ha

❻2.0ha

❽５.５ha

❿5.5ha
❾1.0ha

⓫5.0ha

市営住宅再整備の進捗状況・入居世帯数の推移などを踏ま
えて適宜、土地利用計画の見直しを行います。期ごとに、設計等に３年、工事に３～４年、

合計６～７年を要する見込み。

凡例

市営住宅（建設）

移転対象

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

ロードマップは第２回検討会議時点のもの
土地利用計画の検討等を踏まえて修正予定

土地利用計画の検討を踏まえて修正予定
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まとめ

● 生活圏をそれぞれの代替案についての検討委員の意見

● 南中跡地は検討不要でいい？（理由）

● 仮移転は検討すべき？、（仮移転の課題を説明）

Ⅱ　まちづくりの戦略

Ⅲ　土地利用再編を進める大作戦

Ⅳ　リーディング・プロジェクト

Ⅴ　ロードマップ

Ⅰ　ビジョン2050

➡将来像の実現に向けた考え方

➡実現に向けた施策

➡本事業を先導する取組

➡ビジョン実現に向けたステップ

➡目指す将来像
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３　ご議論いただきたいこと
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ご議論いただきたいこと

● 全体の構成について

● 各章の項目立て

● 追加すべき要素など


